
























1不定詞に関するそノグラフとして EpHUb!H ( 1990）及び本稿でも取り上げる Wen匁KHH ( 2006）が
ある．不定調に関する統語論状の諸問題についての議論は 3onoTOBa( 1982: 249・281) などで行われ
ている
2体の用法に関する記述という枠組み内での不定詞についての先行研究としては， Paccy.nona( 1982), 
Forsyth ( 1970）などがある
堤正典・小林潔編『ロシア語学とロシア語教育E』神奈川大学ユーラシア研究センター， 2011年， pp.99-117. 
Masanon TSUTSUMI叩 dKiyoshi KOBAYASHI (eds.) Russ回nLinguistics and Language Education. ll. 












































































的可能性（H明 eOHTHqecKa兄 B03MOlKHOCTb）」とに下位区分される（cf.TφF 1990: 132-133). 
「義務的可能性」は，社会での，法律的，通念上の規範が当該状況生起の条件となって
いるもの，あるいは話者自身の意志などが条件となっているものを指す：
















内的可能性 B c1rnax, B COCTO兄HHH
後天的可能性 MO可b,yMeTb 
























モダリティの意味を表す述語 M （ニ Modality)
不定詞（句） 1 （ニInfm1t1ve)





I. (M I) 
I. [Mー（Neg.ーI)]
II. [(Neg. M) I] 












TOJibKO日 pe311eMOKpaT羽田 MO盟問 CTI OJI Ha些且盟主旦主主主IeJIOBe可eCKllH中aKTOpB rny60K11e 
npeo6pa3oeaH阿見 06凹ecTBa，且旦工主 eMyMOillHhIH llMTIYJibC (Uppsala Corpus) 
民主主義を経て初めて，社会の深い変革に人間的な要素を加えることができ，社会に
巨大な衝撃を与えることができる．




Ka3arroch 6日，間可TOlKHOeKOJrnqeCTBO, " MO盟 HOfihtnO 6hI ~旦ful_且且笠邑 Ha HIIX oco6oro 
BHHMaHHH. (Uppsala Corpus) 
取るに足らない数だと思われるし，それらに特段注意を払わなくてもいいだろう．
HeilrpHHHhie ≪MOp111HHhrn Mornu crryJKHTh 11eHrpaMH rpaeHTal¥HOHHOii KOH且eHCal¥HH H 
BMecre c reM ne 旦呈工呈互E主主 ≪py611oe》 Ha coxpaHHB田eMc• AO Ha凹 HX l(Heil OT6rrecKe 






ll. [(Neg. M) I] 
IV. [(Neg. -M）ー（Neg. I)] 
タイプ聞は，「不可能性」を表す基本的な構造である．
5! 11e Mory E益盟主 rpe6oeaHn兄 3aKOHa<mycro首中pa3oi!≫. (Uppsala Corpus) 
その法規を「空虚なフレーズ」と呼ぶことはできない
この構造には，述語 HeJib却を含む文も該当する＂
Hw Ol¥HOMY 6orrhHOMY HeJIL3!直 旦I.!£主主主主主 B rre可eHHH, KaKHM 6b1 HH 6b!Jl ypoBOHh ero 




Me耳且YTOM npH3HaHHe 3TOro可erroeeKa11e Morno ne旦fil'l!旦主主 yeaJKeHH兄： HllKTOBe且bHe 





no6y草月anero roeopHTh o nepeMettax e MHpoc03ep11aHHH. (Uppsala Corpus) 
そのうちに，この人の告白は尊敬の念を起こさせざるをえなかった．というのも誰も
彼に世界観の変化について話すようには促さなかったからだー
HeJih3H He y_旦且且盟笠主 Toro, 可TO Tpo11KHli 1 TP0!1KHCThI, KaK 3TO e pe3Koil 中opMe 
o6ttapy耳目JIOCh IIOCJie CMepTH B 1. JieHl!Ha, 6hIJIH IIPOTHBHHKaMH JieHHHCKOH M且ett






CornacMTeCh, epRiJ JIU MO刷 O旦E 宜主 3TOpa30pHTeJihHOH IIJiaTO誼（UppsalaCorpus) 
これを破産しそうなほどの料金とみなすことは出来そうもないですよね
Bo-nepBhIX, epRiJ JIU MO拙 HOE且呈'j_!l_旦且且旦且エ－＂－ po1Ib U:PY.，且pymxpa3ee110K, a TaKJKe 3ana11ttoli 
nponaraH且hi B pa3lKHraHHH KOH中JIHKTa Me:>K且y HpattoM H HpaKOM 1 BKJiall Toproe11ee 














肯定構造 M-1 M: INT l 
M: EXT I 
[M (Neg. I)] [M: INTー（Neg. I)] 
[M: EXT (Neg. I)] 
否定構造 [(Neg. M) I] [(Neg. M: INT) I] 
[(Neg. -M: EXT) I] 
[(Neg. M) (Neg. I)] [(Neg.一M:INT) (Neg.ー！）］











内的可能性 I (He) yMeTh, (He) cnoco6eH, B 印刷X,B COCTO四四




















表 5：実際に観察される意味・統語構造（ 1 ) 
基本分類 基本分類＋可能性の下位分類 デ一事数
肯定構造 M-I M: INTーI 122 
M: EXTーI 1146 
[M (Neg. -I)] [M: INT (Neg.ーI)]
[M: EXTー（Neg. I)] 16 
否定構造 [(Neg. M) I] [(Neg. M：・ INT) I] 77 
[(Neg. M: EXT) I] 359 
[(Neg.ーM) (Neg. I)] Neg. M:INT Neg. I 。





表 6：実際に観察される意味・統語構造（ 2) 
基本分類 基本分類＋可能性の下位分類 完了体 不完了体 総数
M I yMeTb 8 39 47 
如I:INTーI cnoco6eH 37 29 66 
B CHJiax 。 。 。
B COCTO≫HIHI 5 4 9 
MO•王HO 861 271 1132 
M: EXT -I HeJib3月
B03MOlKHO 12 2 14 
HeB03MO)!(HQ 
[M (Neg. I)] yMeTb 。
[M: INT (Neg. -!)] cnoco6eH 。 。 。
B CHJiax 。 。 。
B COCTO≫HHH 。 。 。
MOJKHO 2 14 16 
[M: EXT (Neg. !)] H0Jlb3≫ 
B03M0)!(H0 。 。 。
HeB03MQ)!(HQ 
[(Neg. M) I] yMeTb 7 28 35 
[(Neg. M: INT) I] cnoco6巳H 3 3 6 
B CHJiax 15 16 
B COCTO≫HHH 18 2 20 
MO)!(HQ 4 5 
[(Neg. M: EXT) I] HeJib3月 141 113 254 
B03M0)!(H0 2 3 
HeB03M0)!(HQ 90 7 97 
[(Neg. M) (Neg. I)] yMeTb 。 。 。
[(Neg. M: INT) (Neg. I)] cnoco6eH 。 。 。
BC H且ax 。 。 。
B COCTO≫HHH 。 。 。
MO)!(HO 1 。
[(Neg. M: EXT) (Neg. !)] H0Jlb3≫ 19 14 33 
B03MOlKHO 。 。 。











Ho EJThl.¥MH yMeeT tte 3aMeqaTh Toro，可eroHe xo可eT3aMeqaTh. 
しかしエリツインは気付きたくないことには気付かない，その術を身に付けていた
Ilaeen HwKonaeewq yMeJT rrepeKJTJO可aTbCH,HO K cepe且HHe且R匁 OC03HaJT，可TOerrepeh1e He e 
















8 「 Ha~阿ottanbHhltt Koprryc pyccKoro H3blKaJ.ウプサラコ｝パスが総語数 100万語であるのに対して，
ナショナノレコーパスは本稿執筆時時点で 176226551語（2011年 3月）






述を行なっている（2006: 115 142) I そこでは，体の用法の違いを基準にしてタイプを
以下のように三分し，記述を試みている（cf.山間日間 2006:115) 
① 機能上固定されているタイプ（φYHKL¥HOHa江hHO中即日叩oBaHHoeynoTpe6Jie1rne) 






















表 7 不定詞の用法の9イブと 30の意味領域の内訳
不定詞の用法のうZイプ 意味領域の数











は以下の 5つとなっている．なお，ここでは便宜上， Illeょ四Kl!H (2006）内で扱われている
順番で通し番号を振ってある
① 動作の潜在的・恒常的実現
( CeMaHrnqecKa兄 o6JiaCThnoTeHL¥HaJibHO-nocT凹 HHoroocy皿eCTBJieHll兄且eilcT町四）
② 対象の客観的性質あるいは諸々の条件による，動作実現の恒常的可能性・不可能
性
( CeMaHrnqecKa≫ o6JiaCTh nocTOHHHOH B03Mo宜 Hocni (MOJKHO) I HeB03MO班 HOCTH
(HeJih3兄） ocy凹ecTBJieHw≫ 11ei1CTBH≫, o6ycJIOBJieHHOH o6oeKTllBHhIMH csol¥crnaMrr 
npe11Mern rrJiw ycJiosw兄MH)
③ 全 的弱J作実現の主観的可能性・不可能性
( CeMaHrnqecKa兄 o6JiaCTh cy6もeKTMBHoil so3MOJKHOCTM I Heso3MOJKHocTrr 
ocy凹eCTBHTbL¥eJIOCTHOe且e首crnrre)
R lfV1作実現の客観的可能性
( CeMaHrnqecKa兄 o6JiaCTbo6oeKTMBHOH B03MOJKHOCTH ocy凹 eCTBJieHM匁且e首CTBH沼）
⑤ 主体の動作実現の能力
( CeMaHrnqecKa兄 o6JiaCTh crroco6HocTrr I Hecnoco6Hocrn cy6beKTa ocy叫eCTBJI兄Tb
且eilcrnwe)
上記①の「動作の潜在的・恒常的な実現」（llleJIHKHH2006: 118）の意味領域では，体の











ここでは述語即日（4eJIOBeK MO脚 Tycne皿HO~笠主 B KOCMOCe.) , MOlKHO ( 1TaKa兄 IlbIJih











ここでは，述語 M04hとの結合の場合の例と（Thi MO蹴 e凹 b 3TO且盟笠i,_?HHKaK He Mory 
翌旦江主．），否定の場合の不定詞文，述語 HeJih3H及び HeB03MOlKHO ( 311ecb He III'.旦皇旦， 311ec•
HeJib3H !1J'.盛旦， 3且ecbueno3M0'1CHO盟盛工旦）．
しかしながら，ここで山田町聞は完了体の使用が絶対的なものであるとは言っておらず，
不可能の場合には，不完了体が用いられる例も挙げている（月 間 Morero 且韮且型盟旦月間
















ここでは， MO%(JI ue Mory !.Q.!l!.!旦笠主／且皇A旦E主rnlKenhriiBee.), yMeTh ( 0Ha yMeeT且坐旦且盟主
ほ盛工且 BhIXO且113IIOJIO悶 HHH，旦旦笠主／呈且盟笠主 BeeKaK cne11yeT.），及び CIIOC06Hh!H (3rn 6anKa 






不完了体 完了体 可能性の種類 備考
意味領域① 。 × 内的可能性 不完了体に固定
（後天的可能性）
意味領域② 。 × 外的可能性 不完了体に固定
（義務的可能性）
意味領域③ × 。 外的可能性 完了体に固定
（下位分類については要検討）
意味領域④ 。 。 外的可能性 体の機能上の対立
（下位分類については要検討） がある
意味領域⑤ 。 。 内的可能性 体の形態が同義的
（先天的可能性） に用いられる
体の使用に基準を切り替えてまとめ直すと下表のようになる
13 凹e四 KUH (2006）では，とのクイプを，「IlpOTHBOIIOCTaBJifHIIOeynoTpe6neuue BH/{OBblX中OpM








① ② ③ ④ ⑤ 
不完了体 。 。 × 。 。























には留意する必要があるだろう．例えば， rvJKe8 qacoe一ua110(r叩 a）些旦盟主主／些旦E J 
(lIJeJJ•KHH 2006: 138）といった例文を扱う場合に， llle11回目聞は双方の体の形態を同義的と
考えている（「機能上同義であるタイプ」として扱っている）が， Paccy11oeaはこの場合の
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可能性の述語を含む文の意味・統語構造と不定詞の体の対立に関する一考察
一一研究ノート一一
阿出川修嘉
本稿は，ロシア語不定詞をめぐる未整備のままの研究領域のーっとして残る，モダリテ
イの意味と体の形式選択の呼応に関する問題解決の端緒となるものである．筆者の一連の
研究の目的は，この種のモダリティの怠味の中から，最も使用頻度が高い部類に入ると思
われる可能性のモダリティの述語を含む文における，不定詞の体のカテゴリーの文法的行
部Jに関する記述をより精微なものとすることにある．
現代ロシア語における不定詞という形態は，その統語論上の扱いについての困難さのた
めもあり，不定詞に関しての研究は少なく，不定詞の体のカテゴリーに関する研究という
のは断片的なものが多く，体系的な研究というのは未だ成されていないのが現状である
117 
